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はじめに
日本社会は、経済の停滞や財政構造の悪化、
少子高齢化の進行など、極めてきびしい困難な
状況にあるうえに、2011 年 3 月 11 日に発生し
た東日本大震災とそれに伴って起きた福島第一
原子力発電所の事故によって重大な危機にさら
されています。この現状を克服し、一日でも早
く安全で安心な社会を構築するためには、地域
社会も以前にも増して大きな変化が求められて
おり、そのなかで大学の役割を考え直す必要が
あります。
この国の再生と持続的発展を実現するために
地方国立大学は、その個性と特色を明確にしな
がら、地域振興の全般にわたって地域社会に不
可欠な核としての機能を抜本的に強化する大学
づくりが求められています。
富山大学は、2004 年の法人化初年度以降ま
すます顕著になった社会経済の構造的変化の中
で、地域の総合大学としての機能を再構築しつ
つ、社会変革に貢献する中核的役割を果たそう
としています。2012 年 10 月には本学地域連携
推進機構に全学的な運営委員会が設置され、目
的を遂行する体勢が整いました。
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門は、
本学の地元地域における生涯学習の振興をはか
り、「知の循環型社会の構築」に向けて、「生涯
を通じて大学等で学べる環境づくり」や、「大
学等における社会人受け入れ」など、地域の生
涯学習のニーズに積極的に応える事業に取り組
んできました。本学が、この機能をさらに強化
し、地域再生の核となり生涯学習振興の拠点と
なるためには、いま解決しなければならない課
題が今年提起されました。
それは公開講座の赤字問題です。政府から交
付される運営費交付金は、毎年、前年度比１%
削減という効率化係数が適用され漸減していま
す。非常勤の教員や職員を確保できない事態で
す。本学の会計監査による指摘では、旧来の放
漫経理により雪だるま式に増大する校費負担が
大学の運営費を圧迫しているというのです。当
部門では、法人化と統合以降の数年間の取組み
を総括し、従前の経理を検討しました。その結
果、この状況だからこそ、苦渋の選択であって
も財政の再構築が必要と考え、来たる 2013 年
度からの公開講座の実施方針を変更していま
す。
当生涯学習部門では、こうした状況を含めて、
今後の事業展開を一層活発にする基本材料を報
告するため、ここに年報第 15 巻を刊行します。
手にとってご覧いただく皆さまには、生涯学習
を通じて地域連携と大学開放を推進する当部門
へのご理解とご支援をよろしくお願いいたしま
す。
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要旨：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門において 2012 年度に実施した事業の概要を報告す
る。今年度公開講座の開設数は86講座、オープン･クラスの公開科目数は864科目であった。
本年度取組んだ財政再構築作業についても簡単に触れる。
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１．生涯学習事業
①　公開講座
本学は数多くの公開講座を実施している。こ
の事業は、本部門に設置された全学的な公開講
座専門委員会で企画が審議・承認され、スタッ
フの大学開放に対する深い理解・協力のもとで
実現されている。
キャンパスごとの開講数をみると、五福キャ
ンパスで 66 コース、高岡キャンパスで 10 コー
ス、杉谷キャンパスで 10 コース、計 86 コース
が企画された。それぞれの受講者数をみると、
五福キャンパスで 738 名、高岡キャンパスで
110 名、杉谷キャンパスで 155 名、合計 1003
名であった。
本学の公開講座は、一般市民の学習ニーズと
うまくかみ合った企画であることから例年恒例
の形で（微調整・ヴァージョンアップも伴いな
がら）実施される講座が多い。語学では、初級
から中級にステップアップする講座が開設され
ている。他方では新しいタイプの講座も生み出
されつつある。今年度は次のような多岐にわた
る講座が新しく企画された。
・…勾玉について知り、勾玉を作ってみよう
・…県認定「とやま食の匠・伝承の匠」に学ぶ
「富山伝承料理の会」
・…原発震災を二度と繰り返さない道
・…実技でひろげる数理の世界
・…古注釈で読む『猿蓑』の俳句
・…スローフードから学ぶ　～伝えたい母の
味・先人の知恵～
・…新聞報道で読む東アジア
・…iPad で広がるあなたの ITライフ
・…未来の薬剤師大集合 !!!　　　他
極めて多彩なジャンル・レベル設定を備えた
講座の数々について、ここで詳細に述べつくす
ことはできない。しかし、多くの一般市民が受
講していること、本年報収録の受講生アンケー
トの結果をみると、大学の知的資源を還元する
という目的はおおむね達成できている。
②　オープン・クラス
オープン・クラスは、正規学生に対する授業
を一般市民に開放する取組である。
今年度のオープン・クラス利用は、受講希望
者が 359 人（前期 210 人、後期 149 人）、試聴
等を経て実際に受講した者は 306 人（前期 173
人、後期 133 人）にのぼった。
前年度 922 科目から今年度 864 科目と開放科
目数が減少し、延受講者数も昨年度より 20 名
程度の減少があった。
③　講師等紹介
学外からの講演会・研修会等のための講師派
遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなって
いる。講師の選定とともに、企画段階でも学習
（研修）プログラム作成に協力しており、平成
24 年度は、本部門において、約 45 件の講師等
の紹介をおこなった。
なお、講師等紹介には本部門を経由せず、各
学部に申し入れて実施されているケースも存在
することをお断りしておく。
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③　サテライト公開講座
本年度も 8講座が開講された。多くの参加者
が集まり、盛況であった。
④　その他の講座・イベント
・コラボフェスタ 2012
2012 年 9 月 24 日（水）、富山大学五福キャ
ンパス内においてコラボフェスタ 2012 を開催
した。第2部のポスター展示で生涯学習部門は、
「高等教育を地域に広く開放するために…」を
テーマに取り組み事例を紹介し、参加者との意
見交換を行った。
・まちなかセミナー
2012 年 10 月 20 日（土）、北陸地区４国立大
学連携のまちなかセミナーを開催した。富山・
石川・福井の各会場に相互に講師を派遣し合う
取り組みである。今年度も、各会場でコーディ
ネーターを採用し好評であった。富山会場は「放
射線を知る―正しく恐れ、賢く使うために」と
題して福井大・金沢大から講師を迎え、65 名
の受講者があった。富山大からも福井・石川各
地に講師としてスタッフを紹介した。
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２．学外との連携
①　平成 24 年度生涯学習推進懇話会
2013 年 2 月 14 日（木）、多岐にわたる本部
門の事業の成果や改善すべき点を把握するた
め、第 1回生涯学習推進懇話会を開催した。な
お、今回から名称を大学開放推進懇話会から生
涯学習推進懇話会に改称している。
②　全国協議会
2012 年 10 月 18 日（木）～ 10 月 19 日（金）
にかけて、第 34 回全国国立大学生涯学習系セ
ンター研究協議会において、意見交換の機会を
得た。本年度の当番大学は熊本大学が担当した。
③　北陸地区大学間連携
2012 年 12 月 19 日（水）に金沢大学サテラ
イトプラザ（於金沢市）において、富山大、金
沢大、北陸先端科学技術大学院大、福井大の各
大学スタッフによる専門委員会が開催され、今
年度まちなかセミナーの反省・次年度の企画に
ついて意見交換がなされた。
３．広報・出版活動
今年度の広報・出版活動は下記のとおりであ
る。
①　新聞折込広告
公開講座、オープン・クラスについて、サテ
ライト公開講座について、新聞へのチラシの折
込みを実施した。対象は、富山市、高岡市を中
心にした地域で、前期・後期各 1回ずつ ( サテ
ライト公開講座は 1回のみ ) 約 130,000 世帯に
配布を行った。
このほか、DMの形でパンフレットを郵送し、
また各地でチラシ、ポスターの配布を行いった。
その他の事業についても、事前に募集案内を作
成し、県民カレッジや各地の公民館等に配布し
た。
②　出版物
・公開講座、オープン・クラス、サテライト
公開講座チラシ及びポスター
・公開講座、オープン・クラス募集要項
・「生涯学習部門年報」第 15 巻（3月発行予定）
③　Web やメールを利用した広報活動
・センターニュース「生涯学習の窓」30 号
・メールマガジン
メールマガジンは、おおよそ 300 人に対し月
１回のペースで発信し、59 号を数えた。また、
大学開放に関する情報発信として随時Web サ
イトを更新した。
生涯学習の窓
